
 

 

 

 
 令和５年度「山形県公立高等学校一般入学者選抜志願状況」が
発表された。臆することなく、緊張感を持って、落ち着いて３月
７日を迎えたい。 
 

いよいよ、「待ったなし！」の一本勝負！！ 

公立高等学校受検本番が、あと１３日後に迫りました。倍率を見ると、

 さまざまな思いが交錯するでしょう。大切なことは、数字に左右されな

いことです。焦らず、安堵することなく、今までどおり、普段の生活と学習

を続けることです。今の自分はどうなっていますか？3年生はもちろん、

２・１年生も振り返ってみてください。 

3年生に絞って話を進めます。 

まず、1.00倍を上回った高等学校を受検する皆さん。 

心配し過ぎることのないようにしましょう！あなた方の実力を出し切れ

ば、自ずと結果はついてきます。 

逆に、1.00倍を下回った高等学校を受検する皆さん。 

定員に達しなかった高等学校であっても、合格の保証はどこにもあり

ません。不本意な結果に終わってしまったこともお聞きしています。 

「惑わず」「平常心」いつもの自分で過ごしてください。 

3/７までは、早寝早起きでコンディションを整えて生活しましょう。  

令和５年度 

山形県公立高等学校入学者選抜 

一般入学者選抜志願状況 

（「南学区」のみ掲載します。県全体は、新聞、県ＨＰ参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No７９ 長井市立長井北中学校 

http://backgrounds-free.com/12-transparency/240...


 

 

 
 「受検のおまじない

．．．．
」を唱えながら、最後の最後まで「地に

足をつけて」生活し、その時に備えよう。 
 

3年生にとって人生初めての、選択

場面の真剣勝負。 

これから幾度となく、本気で立ち向か

わねばならない時がやってくるでしょう。

まさしく「受検」もその一つ。 

それでは、うまくいくため心がけたい

こと（題して、『おまじない』）をいくつか

挙げてみます。 

 

 

受検の『おまじない』 

一 『できる、できる、大丈夫』 備えあれば憂い

なし。今までの準備に自信を持とう。 

一 『生活リズムを整えよ』 早寝・早起き、朝ごは

ん。睡眠と朝食は脳を活性化します。 

一 『緊張をほぐす、早めの行動』 時間のゆとり

は心のゆとり。先々の先を心がけよう。 

一 『少しの失敗はつきものだ』 その余裕が次の

一手を成功に導く。 

一 『緊張と集中』 誰しも緊張しているのだ。  

自分だけではない、と思えば気も楽になる。 

一 『いつもどおり平常心』 他人の模倣は不安

につながる。いつもどおりにやればよい。 

一 『終わったことに、くよくよしない』 マイナスは

マイナスを生む。今に集中、次に備えよ。 

一 『あと１点！』 その粘り
が、未来を開く扉をこじ

開ける！たくましい心で、

さあ突き進もう！！ 
 

◆学習支援ボランティアの皆様 

ありがとうございました◆ 

 「数学がもっとわかるようになりたい！」という要望を受けて、約１０回に
わたり、放課後に指導をしていただきました。指導してくださった、平 淳
子様、眞木道雄様、大道寺髙明様、別部嘉栄様、鈴木 亮様、梅津 洋
様に、心よりお礼申し上げます。お陰さまで力を高めることができました。 


